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こ
れ
か
ら
も
、
豊
か
な
自
然
の
宝
「
ゆ
ず
り
葉
の
森
」

住
民
活
動
の
環
境
保
全
と
健
康
づ
く
り
の
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
飢
ゆ
ず
り
葉

会
長
　
中
村
一
雄

阪
神
大
震
災
の
被
災
地
で
緑
を
取
り
戻
す
運
動
と
し
て
、

平
成
的
年
、
ゆ
ず
り
葉
緑
地
公
園
と
ア
ヴ
エ
ル
デ
の
北
裏
側

で
「
ド
ン
グ
リ
ふ
れ
あ
い
の
森
植
樹
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

兵
庫
煤
で
拾
い
集
め
た
ド
ン
グ
リ
を
徳
島
県
で
2
年
を
か

け
て
1
m
の
苗
木
に
育
て
ま
し
た
。
両
県
か
ら
2
0
0
名
ず

つ
、
計
4
0
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
2
0
0
0
本

の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
兵
庫
県
の
は
か
ら
い

で
展
望
台
に
続
く
1
5
0
m
程
の
散
策
路
が
裏
山
に
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
展
望
台
か
ら
は
眼
下
に
広
く
宝
塚
を
一
望
で

き
、
そ
の
眺
望
の
素
晴
ら
し
さ
は
感
動
的
な
も
の
で
す
。

こ
れ
を
機
に
　
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
健
康
福
祉
部
」

は
豊
か
な
自
然
の
宝
、
裏
山
の
有
効
活
用
を
実
践
す
る
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
緑
と
花
が

身
近
に
あ
り
、
高
齢
者
が
無
理
な
く
、
ま
た
家
族
が
揃
っ
て

歩
く
こ
と
の
で
き
る
「
健
康
づ
く
り
の
散
策
路
」
が
あ
れ
ば

と
自
前
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
に
は
光
ガ
丘
、
青
葉
台
、
北
逆
瀬
台
、
西
逆
瀬
台
、

ゆ
ず
り
葉
台
か
ら
自
由
に
入
れ
る
よ
う
、
行
政
が
設
置
し
た

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
障
害
物
を
取
り
除
き
、
下
草
刈
り
や
間

伐
、
植
樹
に
加
え
、
階
段
を
作
り
、
危
険
な
急
な
山
道
に
は

ロ
ー
プ
を
振
る
な
ど
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ス
に
迷
わ
な

い
よ
う
5
色
の
コ
ー
ス
標
識
、
地
図
案
内
板
、
道
標
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
と
里
山

整
備
活
動
を
し
て
い
る
　
「
櫻
守
の
会
」
　
に
よ
る
賜
物
で
す
。

森
づ
く
り
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非
「
櫻
守
の
会
」

に
ご
入
会
の
上
、
下
草
刈
り
・
枝
打
ち
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
な
ど
に
ご
参
加
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
1
2
年
よ
り
、
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事

業
と
し
て
阪
神
北
県
民
局
と
連
携
し
、
森
の
管
理
規
程
作
成

や
自
治
体
主
催
の
森
づ
く
り
を
行
な
い
、
健
康
づ
く
り
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
宝
塚
市
・
神
戸
市
・
尼
崎
市
・
兵
庫
県
な
ど
の

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
他
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
パ

ネ
ル
展
示
に
出
品
す
る
な
ど
啓
発
・
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
2
1
ゆ
ず
り
葉
」
　
は
、
「
ゆ
ず
り
葉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
鰹
康
福
祉
部
」
の
事
業
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
「
ゆ

ず
り
薬
の
森
」
の
有
効
活
用
で
環
境
保
全
活
動
と
共
に
、
地

域
住
民
み
ん
な
で
散
策
・
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
身
心
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
健
康
づ
く
り
を
図
り
、
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
口
9
千
人
の
逆
小
校
区
の
高
齢
化
率
は
4
3
％
と
、
宝

塚
市
内
で
も
断
ト
ツ
で
す
が
、
一
方
で
介
護
認
定
率
は

1
9
％
と
低
く
、
健
康
長
寿
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
健
康
長
寿
で

は
日
本
一
の
長
野
県
は
病
気
に
苦
し
む
こ
と
な
く
、
元
気
に

暮
ら
し
て
長
生
き
す
る
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
（
P
P
K
）
を
目

標
と
し
、
介
護
予
防
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。
日
本
一
介
護
保
険
料
の

低
い
長
野
県
の
P
P
K
運
動
を
当

校
区
で
も
実
現
し
た
い
も
の
で
す

・
今
年
は
阪
神
大
震
災
か
ら
2
1
年
、
宝
塚
市
の
犠
牲
者
追
悼
行

事
と
し
て
ゆ
ず
り
葉
緑
地
公
園
「
鎮
魂
之
碑
」
の
下
で
献
花
・
記

罷
非
紹
彊
講
彊
彊
彊
「


